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グラフが次の条件を満たす２次関数を求めなさい｡
問題番号 問い ３点（－２，９ （１，－６ （４，－３）を通る）， ），

１７ 正解 ｙ＝χ －４χ－３２

誤 答 例 つ ま ず き 原因 分析と解消

１ ・ｙ＝ χ ＋ χ＋ とおいて連立方程式をa b c２

無解答 立てたが，解くことができなかった｡
・ｙ＝ (χ－ｐ) ＋ とおいて連立方程式を ５０ページa q２

立てたが，解くことができなかった｡ 【１７－１】

２ ｙ＝- χ χ- χ＝－２を代入するところを，間違って２を ５１ページ7 +36 352

代入した｡ 【１７－２】

３

４

５

正解の解説
a b c , ,求める２次関数をｙ＝ χ ＋ χ＋ とおくと このグラフが２

点（－２，９）を通るから， ９＝ ４ －２ ＋ ・・・・①a b c
点（１，－６）を通るから，－６＝ ＋ ＋ ・・・・②a b c
点（４，－３）を通るから，－３＝１６ ＋４ ＋ ・・・・③a b c

を消去します。c
①，②，③の連立方程式を解けばよい｡
①－②から， － ＝５ ・・・・④a b
①－③から，２ ＋ ＝－２ ・・・・⑤a b
④＋⑤から，３ ＝３すなわち， ＝１a a
これを④，②に代入して， ＝－４， ＝－３b c
ゆえに，求める２次関数は，ｙ＝χ －４χ－３２

練習 グラフが次の条件を満たす２次関数を求めなさい｡
（１）３点（－１，８ （２，２ （３，４）を通る。）， ），
（２）３点（－１，７ （１，５ （２，１３）を通る。）， ），

解答 （１）ｙ＝χ －３χ＋４２

（２）ｙ＝３χ －χ＋３２



- 50 -

誤答例１のつまずきの分析【 】１７－１
連立３元１次方程式の解き方が理解できていないか，または連立３元２次方程式の解き

方がわからなかったと考えられます｡

つまずきの解消
○ まず，連立２元１次方程式の解法について，復習してみよう｡次のような連立方程式
を連立２元１次方程式といいます｡

５ －２ ＝２４・・・・①a b
３ ＋ ＝１０・・・・②a b

この連立方程式を解くには，２通りの方法があります｡
＜加減法＞ ＜代入法＞
①，②の両辺を何倍かして，加えたり，引 一方の方程式を一つの文字について解
いたりすることによって，１つの文字を消 き，他方の方程式に代入することによっ
去し，残った文字についての 次方程式を て，一つの文字を消去する方法です｡そ1
解いて解を求める方法です｡ して，残った文字についての１次方程式
◇解法 を解いて解を求める方法です｡
②の両辺に２をかけると， ◇解法

６ ＋２ ＝２０・・・・②’ ②からｂについて解くと，a b
①と②’を加えると， ＝１０－３ ・・・・②’b a

１１ ＝４４ ∴ ＝４ ②’を①へ代入すると，a a
ａ＝４を②へ代入すると， ５ －２（１０－３ ）＝２４a a

＝１０－３×４＝－２ １１ ＝４４ ∴ ＝４b a a
∴ ＝４， ＝－２ ＝４を②’へ代入すると，a b a

＝１０－３×４＝－２b
∴ ＝４， ＝－２a b

連立３元１次方程式を解く場合は，まず１つの文字を消去し，２つの文字についての
連立方程式を導いて，これを解けばよいのです｡その解法としては，主に加減法と代入法
の２通りの方法があります｡ 次の問題について，２通りの方法で解いてみよう｡

４ －２ ＋ ＝９ ・・・・①a b c
＋ ＋ ＝－６ ・・・・②a b c

１６ ＋４ ＋ ＝－３ ・・・・③a b c

＜加減法＞ ＜代入法＞
文字ｃに着目して， を消去する。 文字 に着目して， について解き，c c c

①－②から，３ －３ ＝１５ ②へ代入する｡a b
両辺を３で割ると， － ＝５・・・・④ ①から， ＝９－４ ＋２ ・・・①’a b c a b
①－③から，－１２ －６ ＝１２ ①’を②へ代入すると，a b
両辺を－６で割ると， ＋ ＋（９－４ ＋２ ）＝－６a b a b

２ ＋ ＝－２・・・・⑤ これを整理すると，a b
④＋⑤から，３ ＝３ ∴ ＝１・・・⑥ － ＝５・・・・④a a a b
＝１を④へ代入する， ①’を③へ代入すると，a

１６ ＋４ ＋（９－４ ＋２ ）＝－３１－ ＝５ ∴ ＝－４b b a b a b
＝１， ＝－４を①へ代入すると， これを整理すると，a b
４×１－２×（－４）＋ ＝９ －２ － ＝２・・・・⑤c a b

∴ ＝－３ ④から， ＝ －５・・・・⑥c b a
∴ ＝１， ＝－４， ＝－３ ⑥を⑤へ代入すると，a b c

－２ －（ －５）＝２ －３ ＝－３a a a
∴ ＝１a

＝１を⑥へ代入すると， ＝－４a b
＝１， ＝－４を①’へ代入するとa b

∴ ＝－３c
∴ ＝１， ＝－４， ＝－３a b c
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＜参考＞
無解答②の場合について，解答例を述べることにします｡

○ 求める２次関数をｙ＝ (χ－ ) ＋ とおいた場合の解法について考えてみよう。a p q２

グラフが点（－２，９）を通ることから，
９＝ (－２－ ) ＋ ・・・・①a p q２

グラフが点（１，－６）を通ることから，
－６＝ (１－ ) ＋ ・・・・・②a p q２

グラフが点（４，－３）を通ることから，
－３＝ (４－ ) ＋ ・・・・・③a p q２

＜解法＞
①－②から，１５＝ (－２－ ) － (１－ ) ＝ (３＋６ｐ)a p a p a２ ２

(１＋２ )＝５・・・・④a p
①－③から，１２＝ (－２－ ) － (４－ｐ) ＝ (－１２＋１２ )a p a a p２ ２

(－１＋ )＝１・・・・⑤a p

（ⅰ） ≠１のときp

⑤から ・・・・⑥，

⑥を④ へ代入して分母を払うと，５ －５＝１＋２ ∴ ＝２p p p
＝２を⑥へ代入すると， ＝１p a
＝１， ＝２を①へ代入すると，９＝１６＋ ∴ ＝－７a p q q

（ⅱ） ＝１のときp
①，②へ代入すると，９ ＋ ＝９，９ ＋ ＝－３となり適しません｡a q a q

以上より，ｙ＝(χ－２) －７＝χ －４χ－３となり，このグラフは，与えられた２ ２

３点を通ることがわかる。
∴ｙ＝χ －４χ－３２

【１７－２】誤答例２のつまずき分析
χ＝－２を代入するところを，間違って２を代入したと考えられます｡

つまずきの解消
○ 式を処理する場合には，十分注意を払うことが大切です｡
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